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わたし はこれ から 邦 原 君の 話 を 紹介したい。 邦 原 君 

は 東京の 山の手に 住んで いて、 大正 十二 年の 震災に 居 

宅と 家財 全部 を 焼かれた ので あるが、 家に 伝わって い 

た 古い 兜が 不思議に 唯 ひとつ 助か つ た。 

それ も 邦 原 君 自身 や 家族の 者が 取 出した ので はない。 

その 一 家 は ほとんど 着の み 着の ままで 目白の 方面へ 避 

難した ので あるが、 なんでも 九月な かばの 雨の 日に、 

ひとりの 女が その 避難 先へ たずねて 来て、 震災の 当夜、 

お宅の 門前に こんな 物が 落ちて いました からお 届け 申 



兜 を かぶった 男 は、 大きい 齢 杏の 木 を 目 あてに、 そ 

の 屋敷の 門前へ かけて 来たが、 夜 はもう 五つ (午後 八 

時) を 過ぎて いるので、 門 は 締め切って ある。 その 門 

をむ やみに 叩いて、 中間の ひとりが 明けて やる の を 待 

ちかね たように、 彼 は 息 を 切って ころげ 込んで 来て、 

中の 口 —— すなわち 内玄関の 格子 さきで ぶつ 倒れて し 

まった。 

兜 を かぶって いるので、 誰 だかよ く 判らない。 他の 

中間 も 出て きて、 まず その 兜 を 取って みると、 彼 はこ 

の 屋敷 へ も 出入り をす る 金兵衛 という 道具屋で あ つ た。 

はくさん まえ まち 

金 兵衛は 白山 前 町に 店 を 持って いて、 道具屋と いって 



て、 思い思いに 家財 を 取りまとめて 立 退いた 後で ある 

から、 路ば たに はいろ いろの 物が 落ち 散って いて、 さ 

ながら 火事場の ようで ある。 その あいだ を 踏み わけて、 

み 3 つ 

勘 次郎は ともかくも 箕 輪の 方角へ 落ちて 行こうと する 

と、 急ぐ がま まに 何物に かつまず いて、 危うく 倒れ か 

かった。 踏みと まって 見る と、 それ は 一 つの 兜で あつ 

た。 しかも 見 おぼえの ある 兜であった。 かれは それ を 

拾い 取って 小脇に かかえた。 

持って いる 物で さえ も、 なるべく は 打 捨てて 身軽に 

なろうと する 今の 場合に、 重い 兜 を 拾って どうす る 気 

であった か。 後日に なって 考える と、 彼 自身に も その 



「彰義 隊の者 だ。 日の 暮れる まで 隠して くれ ご 

ァ J の 場合、 忌と いえば どんな 乱暴 をされ るか 判らな 

いのと、 ここらの 者 はみ な 彰義隊 に 同情 を 寄せて いる 

のとで、 どこ の 家で も 彰義隊 の 落 武者 を 拒む もの は 無 

かった。 ここの 家で も こころよく 承知して、 勘 次郎を 

庭 口から 奥へ 案内した。 百姓家と も 付かず、 店屋と も 

うち こしだか 

付かない 家で、 表に は 腰高の 障子 を しめてあった。 こ 

こらの 事で あるから 相当に 広い 庭 を 取って、 若葉の 

茂って いる 下に 池な ども 掘って あった。 しかし かなり 

に 古い 家で、 家内 は 六 畳 二 間し かないら しく、 勘次郎 

は 草鞋 をぬ いで、 奥の 六 畳へ 通される と、 十六、 七の 



娘が 茶 を 持って来て くれた。 その 母ら しい 三十 四、 五 

の 女 も 出て 来て 挨拶した。 身なり はよ くないが、 二人 

ともに 上品な 人柄であった。 

「失礼ながら おひ もじく は ございません かご と、 女 は 

ヽ iy。 

1111 口 レ / 

朝からの たたかいで 勘 次郎は 腹が すいてい るので、 

その 言う がま まに 飯 を 食わせて もらう ことにな つ た。 

うち 

「ここの 家に 男 はいない のか ご と、 勘 次郎は 膳に 向い 

ながら 訊いた。 

「はい。 娘と 一 一人ぎ りで ございま すご と、 女 はつ つま 

しゃかに 答えた。 その 眼の 下に 小さい 痣の あるの を、 



代りにお ねだり 申したい 物が ございま すが … … ご 

「大小 は 格別、 そめ ほかの 物なら ばなんでも 望め ご 

「あのお 兜 を いただきた いので，、 - J ざ います ご 

言われて、 勘 次郎は 気がついた。 彼 は 拾って 来た か 

の 兜 を 縁側に 置いた ままで、 今まで 忘れて いたので 

あった。 

「ああ、 あれ か。 あれ は 途中で 拾って 来たの だ ご 

「どこで お拾いな さいました ご 

リ ようけん 

「根 岸の 路ば たに 落ちて いたの だ。 どういう 料簡で 

拾って 来たの か、 自分に も わからな いご 

かれは 正直に こう 言った が、 落 武者の 身で 拾い物 を 
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